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１．はじめに 

 経験的設計手法による空港における無筋コンクリート舗装の路盤厚さは、試験路盤を構築して平板載荷試験

を実施し設計支持力係数 K75が得られるように設定することが原則であるが、設計段階においては試験施工を

行うことは困難なため、一般的にはコンクリート舗装の路盤厚設計曲線 1）から読み取っている。しかし、当

該設計曲線は、代表的な弾性係数 E1および支持力係数 K1のケースに限定されており、特殊な路盤材を使用す

るような場合等には適用できないのが現状である。そこで、任意の条件下で簡便かつ迅速に路盤厚さを求めら

れるスプレッドシートを考案し、各種計算を試みたので以下に報告する。 

２．路盤の厚さｈを求める方法 

路盤厚さは、2 層系弾性理論を援用して以下の手順に

従って求める。手順⑤の等価弾性係数 2）の式（3）によ

り路盤厚さ h を算定するが、本式は h の陰関数であり

直接計算できないため、繰り返し計算を行う必要があ

る。そこで、図-1のようにスプレッドシートを作成し、

計算処理の簡素かつ迅速化を図った。 

手順①：目標の K1（路盤上の K75）を設定する。 

手順②：目標の等価弾性係数 Em（路盤＋路床以下）

を式（1）により求める。 

Em＝K1×1.18×a ・・・（1）  

ここに、a：載荷板の半径(＝0.375 m) 

手順③：Ｋ1／Ｋ2（路床上の K75）を設定する。 

手順④：路床以下の弾性係数Ｅ2 を式（2）により求

める。 E2 ＝(K2／K1)×Em ・・・（2） 

（∵Ｋ1／Ｋ2=Eｍ／E2 ） 

手順⑤：材料の種類に応じて路盤の弾性係数 E1を適

宜設定（例えば、粒状路盤：E1=100 MN/ｍ2、

安定処理路盤：E1＝1,000 MN/ｍ2）し、手順

④の E2を与条件として式（3）により、路盤

の厚さｈを変化させて等価弾性係数 Em を繰

り返し計算する。	
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手順⑥：手順⑤の繰り返し計算結果に基づき等価弾性係数 Emと路盤厚さの関係図を描き、両者の回帰式に

より目標の等価弾性係数 Emに対応する路盤の厚さｈを近似計算する。 
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図-1 スプレッドシートによる計算例 

70 MN/ｍ3 この色の欄に数値入力

31.0 MN/ｍ2

2 　

80.0 MN/ｍ2 　＊粒状路盤：100MN/ｍ2

15.50 MN/ｍ2 　　 安定処理材：1,000MN/ｍ2

載荷板半径a h E1 E2 A B C Em

(m) (m) (MN/ｍ2) (MN/ｍ2)    (MN/ｍ2)

0.375 0.15 80.0 15.50 0.0007389 0.0547798 0.0555188 18.0

0.375 0.20 80.0 15.50 0.001231 0.0496556 0.0508866 19.7

0.375 0.25 80.0 15.50 0.0017813 0.044786 0.0465673 21.5

0.375 0.30 80.0 15.50 0.0023558 0.0404155 0.0427714 23.4

0.375 0.35 80.0 15.50 0.0029287 0.0365995 0.0395282 25.3

0.375 0.40 80.0 15.50 0.0034827 0.0333052 0.0367879 27.2

0.375 0.45 80.0 15.50 0.0040074 0.030469 0.0344764 29.0

0.375 0.50 80.0 15.50 0.0044977 0.0280223 0.03252 30.8

0.375 0.55 80.0 15.50 0.0049518 0.0259024 0.0308542 32.4

0.375 0.60 80.0 15.50 0.0053701 0.0240555 0.0294256 34.0

0.375 0.65 80.0 15.50 0.0057542 0.022437 0.0281912 35.5

0.375 0.70 80.0 15.50 0.0061065 0.0210101 0.0271166 36.9

31.0 MN/ｍ2

0.52 m 　＊計算式　⇒　回帰式必要な路盤厚さｈ

必要な路盤厚さを求めるためのスプレッドシート

項目 設定値

目標K1

目標等価弾性係数Em

K1/K2 （=Ｅm／Ｅ2 ）
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項目 結果

目標等価弾性係数Em
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３．スプレッドシートによる各種計算結果 

3-1 路盤上面における支持力係数 K1の補間 

 参考文献 1）をみると、粒状路盤（E1=100MN/m2）について

は K1=100MN/m3、70MN/m3ならびに 50MN/m3の 3 条件につ

いて路盤の厚さのグラフが示されている。 

ここでは、これら 3 条件を含む 8 条件に関して図-2 のとおり

計算を行った。本スプレッドシートによる計算方法の妥当性を検

証するため、前述の 3 条件についてグラフからの読み取り値と本

手法による計算値を比較した結果（K1/K2=1.5、2.0、2.5、3.0）

を図-3 に示す。図-3 より両者はよく一致していることから、計

算方法は妥当なものであり、任意の K1 に対する路盤の厚さを算

出することが可能と考える。 

3-2 路盤の弾性係数 E1が路盤の厚さｈに及ぼす影響 

本スプレッドシートの妥当性が確認できたので、次に路盤の弾

性係数 E１を変化させて計算を行い、E1 が路盤の厚さに及ぼす影

響を調べた。K1=70MN/m3 において E1 を変化させたときの路盤

の厚さｈの計算結果を図-4 に示す。図中、粒状路盤、安定処理路

盤に該当する、それぞれ E1=100MN/m2と 1,000MN/m2の計算結

果は実線で示している。 

今、K1/K2＝1.5、2.0、2.5、3.0 毎に、E1=100MN/ｍ2における

路盤の厚さを基準として、E1 を変化させたときの厚さの比を求め

た結果を図-5 に示す。図-5 をみると、K1/K2の値にかかわらず

E1と路盤の厚さの比の関係は概ね等しく、E1=100MN/ｍ2にお

ける路盤の厚さに対し E1=500MN/ｍ2では約半分となり、安定

処理路盤相当の E1=1,000MN/ｍ2では 4 割程度になっている。 

４．まとめ 

①空港のコンクリート舗装における路盤の厚さを求めるための

スプレッドシートを考案し、任意の設計条件に対応できるよ

うにした。 

②本スプレッドシートによる計算結果から、路盤材料の弾性係

数を増加させると、K1／K2の値によらず概ね一定の比率で路

盤の厚さが減少することが確かめられた。 

５．おわりに  

コンクリート舗装の路盤厚さを任意の設計条件において計算で

きるようになったことから、今後は、得られた知見を経済的な舗装

断面の検討などに有効活用していきたいと考えている。 
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図-2 K1の補間（E1 =100MN/m2）
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図-3  計算値と読取り値との比較
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図-4 E1の補間（K1 =70MN/m3）
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図-5 E1の路盤厚への影響（K1 =70MN/m3）
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